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1.荷擁業の経営の制見

平成7年5月17日

側吐1倣念合研究所

(若暗唱設省、国土庁)

アンケ一時草査をもとに4月i日時点の荷怠茎業の経営の状況について不副主業業用撒針戚し、

期重毎の経営の樹兄(現況)を見てみると、住宅・哲也資実業は 3 6. 9、ビル賃貸業が-43.4 

、羽脂蕗産業が 5 2. 5であり、住宅・割脳裏業主ビル賃貸業再h歯茄蝶ともに経営刷版

カ穂いという見方方多い。前回櫨時点と地交して、住宅・窃世分譲業ビル良貸業不善雄胤撲と

もに悪化してし略。 3ヶ月後の経営の見通しについては、分譲業は-27. 9、ピル賃貸業は.

--11. 8，羽か萄F品調ま 2 O. 8と割じするとの見J5-b多い(表1)0 

表l 荷腫業業祝指数について(7年4月i日時，剖

4月1日現在 (参考)前回誕割寺点(1月 1B) 

経営のtki兄
見か3通ヶら月見し後て(の)4月経営1の5 

経営の樹兄
見か3通ヶら月見し後て(の)1経月営lの日

住宅・宅断j実業 3 6. 9 27. 9 2 3. 4 27. 4 

ビル賃貸業 4 3. 4 1 1. 8 3 8. 5 1 4. 1 

不事胸お量、業 5 2. 5 2 O. 8 4 6. 6 2 O. 5 

不ミ主か主業難)/，'1旨数の作成方法につL、ては、以Fのとおり。

}持wi邑業業況指数二
{ (良いとする巨陪数x2+やや良いとする回答劉

(やや悪いとする回答数十惑いとする回答数x2)}+2+全回答数x1 0 0 

注:碍臆業業主兄指数は、回答の全てカ経営の状イ兄を良いとする場合十 100を示し、

回答¢全てか経営の状況を悪いとする場合は 1 0 0を示す。
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不動産業業況指数の経綿

凶1-1 経営の状況
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図 1-2 3ヶ月後の経営の見通し
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(参ll)ヰ勤監来の主主凡に際}するアンケート書J凶知結果につL、て

表[-[ 4月l日事官工の経営のw兄 (t/h瓜内は占l恰ω)

良い やや良い 部E やや惑い 思い

住宅・宅I魁11車業 o ( O.ω 3(4，9) 2 0 (32. B) 2 8 (45白9) [ 0 06. 4) 

ビル賃貸業 。(0.0) [ ( 2.6) [ 0 (26. 3) 2 0 (52. 7) 1 (18. 4) 

不動宙滞車業 。(0.0) 3(4，9) 9 (14， 8) 3 [ (50. 8) [ 8 (29. 5) 

表[-2 4月i日現点の3ヶ月後の経営の見通し

良くなる やや良くなる 変わらない やや'imくなる 思くなる

住宅・宅I邸調車業 。(0目。) 4(6.6) 2 5 (4[.0) 2 6 (42目6) 6(9，8) 

ビル賃貸業 日(0.0) 3 ( 7.9) 2 5 (65目7) 8 (21. 1) 2(5.3) 

不3自由槌業 [ ( 1.7) 6 (10.0) 2 6 (43.3) 2 [ (35.0) 6 00.0) 

表1-3 前田陣取点(l月 l日)の経営の捌腕)

良い やや良い 部盈 やや思い 思い

住宅・宅I脳7波業 。(0.0) 101.3) 2 5 (40.3) 2 4 (38.7) 6(9.7) 

ピル賃貸業 0(0.0) 2(5.1) [ [ (28.2) 20(51.3) 自05.4) 

碍西国細業 。(0.0) 2(2.7) [ 8 (24，7) 3 6 (49.3) [ 1 (23. 3) 

表1寸 前鴎E随時点(l月 l日)の3ヶ月後叫E営の貝」直し惨考)

ー
削る 1良くなる やや良くなる l!i:わらない ややiIJ.¥くなる

住宅・沼脳?能業 。(0.0) 3(4，8) 2 7 (43.5) 2 7 (43. 5) 5(8.1) 

ピル:賃貸業 0(0.0) 3 ( 7. 7) 2 3 (59. 0) [ 2 (30. B) 1(2.6) 

補強市臨 1 ( 1.4) 4(5.5) 3 1 (50.7) 2 6 (35. 6) 5(6.B) 
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2.野到IJの協約.n腕|献名動向等
(J住宅・窃紛i蝶

住宅・宅地分譲業の用地取得件数の動向については、全体の43%が前期と比べて横ばいと回答
し、これに続き減少傾向にあるとする回答と括抗している。成約14:数の動向については、全体の
45%が前期と比べて横ばいと回答し、減少傾向にあるとする回答がこれに続く。在庫戸数の動向
については、全体の56%が前期と比べて横ばいと回答し、これに続き減少傾向にあるとする回答
と増加傾向にあるとする回答が詰抗している。販売価格の動向については、全体の62%か前期と
比べて低下傾向と回答し、全体の35%が変わらないと回答している(表2-1)。

表2-1 住宅・割M7i実業の状加こついて

用I似収得件数 成~\jj4数 羽部吉数 日腕|副主の却胸

関城

作 3:;;;i;

住1) 1業者抗マンション、戸沼町、土地のそれぞれlこついて回符したものを合計してい

るため、項目によっては酪数抑ンケー卜回収数を上回っている土拾がある。

2)東京国四城与え埼B思千葉県、東京都け幡川鳳

対加盟:奈捌有、大阪府、兵庫思奈良県(表2-2について同樹。
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(2)ビル霊訪立業

空室の山知こつL、ては、全体の 64%カキ白抜Hと比べて榔まいと回答している。Jjx，~協議ヰの昔日」向に

ついては、全体で前期と変わらないとする巨賂が54九低下1頃向にあるとする回答が39%を占

めた(表 2-2)0 

表2-2 ビ、ル賃貸業の肉取こつL、て

空室の状況 成品等斡!の動向

区分

B-I (1): (2): (3) (1): (2) (3) 

減: 横; I首 上: 変 低

少; li' 力日 昇j わ; 下

{頃・ L 、i 傾 傾 tつι 傾

圏域 向: 向 向: Tょ; 向

L 、;

実数 52: 10: 33: 9 26: 2: 14: 10 

全体 -・ ..・・ 4砕......晶..ー・........・・.......-・"‘ー・....・--_...ー・・........・・・.....

% : 19. 2 : 63. 5 : 17. 3 : 7. 7 : 53. B : 3B. 5 

実数 32: 10: 20: 2 1 5 : 6 : 8 

東京商 ...・..・-ー・.. • • . • • • . • • • • .・ 4砕・・・・‘・・ーー‘...-ー・ーー..園、‘・..........・骨骨骨

% : 31.3 : 62. 5: 6. 2 6.7: 40.0' 53.3 
昏:

実数 5: o : 2: 3 2: o : 
大阪圏 ....... 骨骨‘..‘ー・...・・..-...............・..ーーーー・・晶

% 。 0.0:40.0: 60.0 
咽:

: 50.0巳 0.0:50.0 

注:1業者h¥各地域について回答しているため、項目によっては回答数がアンケ

ート回収数を上回っている場合がある。
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( 3 )不動産流通業
売却依頼の動向については、前期(平成 6 年10月 ~12月)と比較し、顕著な動きは
見られない(表2~ 3)。

購入依頼の動向については、増加及び横ばいの地域が増加している(表2~ 4) 0 
成約の動向については、減少している地域が減っている(表2~ 5)。
耳目引価格の動向については、やや下落の地域が減少している(表2~ 6)。
表2-3売却依頼の動向

¥ 
増加している地域 横ばいの地域 減少している地域

1月 2月 3月 i月 2月 3月 l月 2月 3月

中古マンション 5 6 1 8 1 4 1 8 7 1 0 1 1 
中古戸建{主宅 4 2 。1 9 2 1 2 3 7 7 7 
十 地 2 。。2 2 2 4 2 2 6 6 8 
表2-4購入依頼の動向

¥ 
増加している地域 横ばいの地域 減少している地域

1月 2月 3月 1月 2月 3月 l月 2月 3月

中古マンション 3 3 。1 2 9 7 1 5 1 8 2 3 
中古戸建住宅 4 4 。1 8 1 9 1 9 8 7 1 1 
土 地 。2 2 2 2 1 1 9 8 7 1 0 

表2-5成約の動向

て三増加している地域 横ばいの地域 減少している地域

i月 2月 3Y.1 1月 2月 3月 l月 2月 3月

中古マンション 2 3 1 1 1 3 9 1 7 1 4 2 0 
中古戸建住宅 4 2 1 7 1 7 1 8 1 2 9 1 0 
土 地 。 2 2 0 2 0 1 6 1 0 9 1 2 

表2-6取引価格の動向

大 J
上昇 やや上昇 ネ黄ばい やや下落 下落

1 I 2 I 3 2 3 l 2 3 2 3 2 3 
月月月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

中古マンション 。。。。。。7 3 5 22 18 19 9 6 
中古戸建住宅 。。。。。。19 22 17 11 8 12 。。
土 地 。。。。。。21 22 18 9 8 11 。U 
注)三大都市圏及び地方主要都市を33地域に区分し、中古マンション、中古戸建住宅
及び土地の取引量及び取引価格について、前月と比較した動向を整理したもの。各数
値は、地域数を示す。
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(参考)

調査の概要
1. 目的

対却査は、ヨ苛睦市場の醜丸掲兄等について、自切齢、っ述速に把握することにより、建設・

国土行敢に資することを目的とする。

2.髄諒橡

三大主1¥市函及び地方主要都市において不破撲を営む業者を対象に、羽睦業の業雪量(住宅・

宅出資哀業主ビパ償貸業有効主主施直弟、事難見摸伏手業者、中小業若)等を考慮して、

278業者進駐した。

3.読園時期

領~鳴]0 月、 4 月、 7 月、 1 0月)

4. 司詰~員自

任耀営の肘兄

但取引1対応等(成制対日L取引蹴位D状況簿)

5. ft施主方法

垂悩去によるアンケ ト読盛

6. iJ組欄

廷設省及ひE社庁の詣tを受けて、財団去人土地総創蹴所<lo盟主主石原舜介)瑚誼を実
自包

なお、不腕蹴通業に係る取引開兄等については、廷毅主主、の詣もを受けて財団去人土地住創肝

究所か濁包している「蒋h産価祖師踏(モニター喜四 Jより引用。

(参考)今回のアンケート回収率は次のとおり。

文橡数 陣附〔

住宅・哲也:H蝶 1 1 2 6 5 

ビ凡須貸業 54 3 8 

羽 h歯孤虚業 1 1 2 6 1 

計 278 1 6 4 
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回収率

58. 0% 
70.4出

54.5% 
59. 0目 払恰せ“ー

鮒)土1也ta創耐E所
井上手塚
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